
 

 
すべての人にスポーツの楽しさを 

笹川スポーツ財団（SSF）は“スポーツ・フォー・エブリワン”を推進している公益財団法人です。 

SSFは、ボートレースの交付金による日本財団の助成を受けて活動しています。 

未来に夢を描き、行動するシンクタンクへ 

www.ssf.or.jp 
  2025 年 11 月 18 日 

報道関係各位 
公益財団法人 笹川スポーツ財団 

 

無料セミナー12 月 9 日（火） 14 時より開催（対面・オンライン） 
 

障害者の日常的なスポーツ環境構築に向けて 

 
● 障害者専用・優先スポーツ施設の最新状況。廃止、機能移転、新設が進む。 

● 地域の公共スポーツ施設や公民館などでの重度障害者の受入可能性を検証 

● 専門職のいない公共スポーツ施設における人材ネットワーク活用を検討 など 

 
 「スポーツ・フォー・エブリワン」を推進する笹川スポーツ財団（東京都港区赤坂 理事長：渡邉 一利 以下、

SSF）では、「障害児・者の運動・スポーツの日常化」に向けて、長年、国内の障害者スポーツ環境につい

て、さまざまな調査研究、外部組織との共同実践研究などを実施してきました。 
これまでの研究結果から、障害児・者が、日常的に運動・スポーツができる環境を整えるためには、

「地域の障害者専用スポーツ施設が拠点（ハブ施設）となり、近隣の公共スポーツ施設（サテライト

施設）や地域のその他社会資源とのネットワーク化を進め、スポーツ参加の受け皿を増やすべき」（以

下、施設ネットワーク）と提言を発表しています。 
2024 年度には、提言に賛同いただいた東京都障害者スポーツ協会、江戸川区とともに、重度障害児

が身近な公共スポーツ施設などで運動・スポーツが可能な共同実践プログラム（以下、江戸川区モデ

ルプログラム）を実施しました。このたび、検証結果をご報告するセミナーを開催いたします。また、

最新の「障害者専用・優先スポーツ施設に関する研究 2024」研究結果についても発表いたします。 
以下の日程で行いますので、ご参加、ご取材のほど、何卒よろしくお願いいたします。 
※当日ご参加できない方にはアーカイブ配信を行いますので、まずにお申込みください。 

 
 

 
  
【日  時】 2025 年 12 月 9 日（火）14:00～16:00（予定）／13:30 開場（会場、オンライン） 
【開催形式】 ①会場参加（定員 60 名） ②オンライン（Zoom） によるハイブリッド開催 
【会  場】 日本財団ビル 1 階 バウルーム（東京都港区赤坂 1-2-2） 
【参 加 費】 無料 
【申  込】 報道関係の方は、メール（info@ssf.or.jp 宛）、もしくは FAX にて申し込みください。

報道関係以外の方は、SSF 公式サイトからお申し込みください。 
       https://www.ssf.or.jp/dotank/seminar/children_youth2023_02.html 
【内  容】 
第 1 部：障害者専用・優先スポーツ施設に関する研究 2024 研究結果報告 

・障害者専用・優先スポーツ施設の廃止、機能移転、新設が進む 
・既存施設の障害者スポーツセンター化に向けた可能性を検討 
・避難所設置の現状と機能追加を検討 など 

第 2 部：江戸川区モデルプログラムのパネルディスカッション 
・プールプログラム、スタジオプログラムにおける重度障害者、最重度障害者の受入可能性を検証 
・ハブ施設からサテライト施設への地域移行（トランジション）のモデルを確立 
・専門職のいないサテライト施設における人材ネットワーク活用を検討 
・施設ネットワーク化の全国展開に向けた施設の役割を明確化 

 
【本件に関するお問合せ先】 

笹川スポーツ財団 広報担当：清水・齊藤 
TEL：03-6229-5300  MAIL：info@ssf.or.jp 

無料セミナー『障害者の日常的なスポーツ環境構築に向けて』 

https://www.ssf.or.jp/dotank/seminar/children_youth2023_02.html
mailto:info@ssf.or.jp
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第 1 部＜報告者＞ 
・小淵 和也（笹川スポーツ財団 政策ディレクター、SSF 障害者スポーツユニットリーダー）  
第 2 部＜パネリスト＞ 
・萩原 正明氏（江戸川区文化共育部スポーツ振興課パラスポーツ係 ※現スポーツ係） 
・原 満梨絵氏（江戸川区総合体育館／ミズノスポーツサービス株式会社 ） 
・矢壁 彩氏（東京都障害者総合スポーツセンター） 

※五十音順 
・モデレーター 小淵 和也 

 
 
 
 
■お申し込みから開催当日参加までの流れ 
①下記より、FAX もしくはメールにてお申し込みください。 
②開催当日までに、視聴 URL をお送りいたします。 
③開催当日は、13：30 より会場へお入りください／オンラインの場合は、視聴URL より入室ください 
※定員に達した場合、締め切りより前に申込を終了とさせていただく場合がございます。  

当日ご参加できない方にはアーカイブ配信を行いますので、まずにお申込みください。 

 
申込締切：2025 年 12 月 8 日（月） 1２：00 

 

 
【会場所在地】〒107-0052 東京都港区赤坂 1-2-2 日本財団ビル １階 
【会場アクセス】 
・東京メトロ 銀座線「虎ノ門駅」3 番もしくは 11 番出口より徒歩 5 分 
・東京メトロ 南北線・銀座線「溜池山王駅」9 番出口より徒歩 5 分 
・東京メトロ 丸ノ内線・千代田線「国会議事堂前駅」3 番出口より徒歩 5 分 
※日本財団ビルには駐車場・駐輪場はございませんのでご了承ください。 

フリガナ  

ご芳名  

貴社名 
          

部署名  

電話  

E-mail  

参加形式 
※どちらかに 

〇で囲んでください 
① 会場        ②オンライン 

① ＦＡＸ ： 03-6229-5340 まで本状をお送りください。 

② メール ： info@ssf.or.jp 宛 件名：障害者スポーツセミナー 取材申込 

【報道関係者用・参加申込書（FAX）】 

無料セミナー「日常的な障害者のスポーツ環境構築に向けて」 

mailto:info@ssf.or.jp
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【参考資料】  
■2024 年実施：江戸川区モデルプログラム  

提言「施設ネットワーク化」に賛同いただいた、東京都障害者スポーツ協会、江戸川区との共同実践

プログラム。東京都立鹿本学園（江戸川区）の親子を対象とし、2024 年度に計 8 回実施いたしました。

提言「施設ネットワーク化」に賛同いただいた、東京都障害者スポーツ協会、江戸川区との共同実践プ

ログラム。東京都立鹿本学園（江戸川区）の親子を対象とし、2024 年度に計 8 回実施いたしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
2024 年 6 月の記者発表会の様子 
 
■2022 年 5 月発表「障害者専用・優先スポーツ施設に関する研究 2021」  
障全国に 150 の障害者専用・優先スポーツ施設があることを発表しました。施設数は、2010 年：116、
2012 年：114、2015 年：139、2018 年：141 と増加傾向にあります。 
 
 

【本件に関するお問合せ先】 
笹川スポーツ財団 広報担当：清水 

TEL：03-6229-5300  MAIL：info@ssf.or.jp 

mailto:info@ssf.or.jp

